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ボルドー
第1話 プロフィール
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ボルドー

P.646 地図 
P.646 気候風土

パリ

北緯45度穏やかな海洋性気候

メキシコ湾流
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例題: 次の中からフランス、ボルドー地方の気候を選択してください。 

1. 大陸性気候 

2. 海洋性気候 

3. 半大陸性気候 

4. 地中海性気候 

正解: 2
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まず数字をチェックしよう
各国とも、生産量、ブドウ栽培面積、赤白の比率が基本

•420万hℓ（P.648左上） 
•フランス全体 4,600万hℓ（P.552左）の約9% 
•ブルゴーニュやシャンパーニュのだいたい2倍くらい 

•ほぼ全てがAOCワイン（約91%） 
•フランス最大のAOCワイン産地（ローヌ渓谷の章、P.606左下に記載） 
•赤ワインが81%（P.648左上）
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ボルドーの勉強のポイント
AOCを理解していないと、格付けは覚えられない

•産地に関する出題（AOC） 
•30% 
•格付けに関する出題（シャトー） 
•70% 
•しかし、産地を理解しないと、格付けは覚えられない
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ボルドー
第2話 品種
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ボルドーの品種の使い方
P.646左下 ボルドーはブレンド、ブルゴーニュは単一

•原則としてブレンド（assemblage） 
•品種毎にワインを造り、後でブレンド（品種毎に収穫時期が異なるため） 
•各品種が特徴を補い、バランスの取れた香味となる 
•ブレンド比率は年により異なる 
•安定した品質をもたらす 
•ブレンド比率はシャトーにより異なる 
•シャトーの個性を生み出す
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主要ブドウ品種
P.648左中 ここに記載されている品種がブレンドされる

•メインとなる黒ブドウ 
•メルロ:	 	 	 	 柔らかさ 
•カベルネ・ソーヴィニョン:	 	 力強さ 
•カベルネ・フラン:	 	 	 複雑さ 

•メインとなる白ブドウ 
•セミヨン:	 	 	 	 甘口貴腐ワインの主原料 
•ソーヴィニョン・ブラン:	 	 辛口ワインの主原料 

•いずれの品種も100%で用いられることは極めてまれ
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ボルドー
第3話 生産地区
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8個の生産地区
P.646 地図を見る、解説は P.649～

• メドック		 	 P.649	 	 （重要度 A） 

• グラーヴ		 	 P.650	 	 （重要度 A) 

• サンテミリオン	 	 P.653	 	 （重要度 A） 

• ポムロル		 	 P.656	 	 （重要度 B） 

• フロンサデ	 	 P.656	 	 （重要度 C） 

• コート	 	 	 P.656	 	 （重要度 C）  

• アントル・ドゥー・メール	 P.658	 	 （重要度 B） 

• ソーテルヌ＆バルサック	 P.659	 	 （重要度 A）
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

右岸: 粘土質（P.648左上） 
メルロ

左岸: 砂礫質（P.648左上） 
カベルネ・ソーヴィニョン

中洲: 粘土質 
（P.648左上） 
メルロ

ジロンド県（P.647右上）
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

メドック

•P.649～、重要度A 
•赤: CS主体 
•有名シャトー、高級ワインが集中
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

グラーヴ

•P.650～、重要度A 
•赤: CS主体、白: SB主体 
•高級赤ワイン、高級白ワイン（辛口）
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

サンテミリオン

•P.653～ サンテミリオン 重要度A 
P.656～ ポムロル 重要度B 

•赤: メルロ主体 
•なめらかな赤ワイン、人気

ポムロル
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

ソーテルヌ＆バルサック

•P.659～、重要度A 
•白: セミヨン主体 
•世界一の甘口貴腐ワイン

シロン川（P.659解説の3行目）

川の右岸でも甘口ワイン 
を生産 P.658右中
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ボルドー

ジロンド川

ドルドーニュ川

ガロンヌ川

アントル・ドゥー・メール

•P.658～、重要度B 
•白: SB、セミヨン主体 
•安価な白（一部甘口がある要注意）
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ボルドー
第4話 AOC
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AOC一覧表
P.660 資料編、QRコードからPDFをダウンロードしてご覧ください。

•表A → 全体 
•表B → メドック 
•表C → グラーヴ 
•表D → サンテミリオン 
•表E → ポムロル 
•表F → フロンサデ 

•表G	 → コート 
•表H	 → アントル～ 
•表I	 → ソーテルヌ～ 
•R	 赤 
r	 ロゼ 
B	 白（辛、甘） 
（P.551右下に記載）
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AOCを覚えるときのポイント
フランスの勉強の大半はAOCを覚えること

•AOC名を問われたときに、 
•生産地区は？（おおざっぱな位置は？） 
•生産可能なワインのタイプは？ 
•ここまで分かれば試験的にはOK
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重要なAOC
ポイントを絞って効率よく覚えよう

•白甘口のみのAOC 
•表 I の6個 

•赤のみのAOC 
•表 A～I を自分で調べてみてください！ 
•注: 2026年から、表BのAOC メドックのタイプは R ではなく RB となった、
教本のこの部分は更新漏れで、後日正誤表が出されると思います 

•ボルドーがよく分かります！
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例題: 次のAOCワインの中から、ドルドーニュ川とガロンヌ川の間で生産されている甘
口ワインを選択してください。 

1. Barsac 

2. Entre-Deux-Mers 

3. Cérons 

4. Cadillac 

正解: 4（資料編表 I、P.658地図、P.659地図を見て、総合的に考える）
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ボルドー
第5話 地図
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地図問に注意
「一番北にあるAOCは？」みたいな問題にも注意

•P.649	 	 メドック 

•P.654	 	 サンテミリオン ＆ ポムロル 

•P.658	 	 アントル・ドゥー・メール 
P.659	 	 ソーテルヌ ＆ バルサック 
•この2つの地図はランゴン(Langon)を基準に合体させて覚える
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例題: 次の地図上で2番の産地名をカタカナで入力してく
ださい。 

正解: バルサック 
（P.659地図）
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ボルドーのおすすめ
ボルドーはフランスのワイン産地巡りの基本

•ボルドーに泊まるなら 
•Majestic 
•ビストロに行くなら 
•La Tupina 
•世界遺産の村サンテミリオンもよい 
•Hostellerie de Plaisance → 注: 2025年リニューアルして Hôtel de Pavie に
名称が変わった、ミシュラン2つ星は変わらず
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